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賢翠 淋 <. ㍗ 文部科学省 ㈱ 深海地球ドリリング計画推進

霊感洲 渚漁 研究開発局 勝 環境.海洋畑 の研究鞭 の重点的推進l撃 喜絞 搬 端 野

∴舶 ∴ 海洋地球課 I 平成ー6年度 l海洋地球課長 堀内義規

○独立行政法人海洋研究開発機構法第17を条第1号､第4号､第5号㌢○海洋基本法第4条､第7条､第23条､第27 〇第3期科学技術基本計画(平成18年3月28日閣議決定)
襲萱き､ 1.郷 鮒 諜聖 d-印 などH や 還 ≒滞 '/隻

条○統合国際深海掘削計画(ーODP)の協力に関する日米覚書等 ○海洋基本計画(平成20年3月18日間議決走)

ロ直接実施

□業務委託等 (委託先等 : )

瀧宗 一.ゑ Ⅰ補助金 [@ 間接〕 (補助先 =(独)海洋研究開発機構 実施主捷 ‥同左)

ロ貸付 (貸付先 : )□その他 ( )

雲 褒′顎勝 939名 I黍 耽 5[望.1.) Jもニ ¥郷 . 80,325千円 繍 35,[7.;12;円

'､Siai: ･99百万円 f磨~ <- +_V納 期日- 間- - 金(.99百万円,凝 ､̀藍 は 諾 髭 諾 却舶 相当BE=
上し++

本事業は､人類史上初の海底下7,000m級の科学掘削による試料採取を可能とする｢ちきゆう｣を建追.開発するとともに
関連技術を開発し､日米主導の統合国際深海掘削計画(lODP)の国際枠組.国際共同プロジェクトの下､米国や欧州の
従来型掘削船とともに海底地殻を掘削するものであるOまた､掘削により得られる試料の物性計測や掘削孔内の直接
計測等を行うことによって､これまで得られなかった地球内部の試料.データを取得するoこれらの試料等の活用により､
地震発生メカニズムの解明､防災.減災､新たな海洋エネルギー資源の開発､環境対策､生物資源.遺伝子資源の産業
応用等に貢献することを目的とする○

→=-I-:. .-. 独立行政法人海洋研究開発機構

塗実車.買慧三議ll+,;au諾落差…遠+/;2gi ○今後30年以内 =発生する確率が60-70%とされている東南海地震(海溝型巨大地震)の想定震源域のプレート境界

を掘削し､採取された地殻試料の物性計測や巨大地震発生帯における断層の直接計測等を行う○得られたデータ等を
シミュレーション研究等に活用し､基礎研究分野の発展､地震発生に関するメカニズムの解明､地震発生予測の高度
化､地震速報の-層の早期化につなげ､防災.減災に貢献するo

○メタンハイドレート層等の掘削により試料を採取し､物性を言計測する○得られたデータは､海底資源の生成メカニズム
の解明など基礎研究分野の発展や新たな海底エネルギー資源の開発に貢献する○

○地球の歴史を示すデータベースの一つと言える深海底の堆積物を掘削.採取し､その物性を計測する○得られたデ-
タは､急激な気候変動などの原因解明や将来に亘る地球環境予測の高度化など､環境対策に貢献するo

○高温.高圧の地殻内で生息する極限環境微生物を採血し､有用微生物の発見等を行う○これらの微生物は､医薬品.
新素材開発等の産業応用に貢献する○

○｢ちきゆう｣の運航を通じて､国内掘削技術者の人材育成を推進するとともに､我が国独自の海洋資源掘削技術の蓄
積を図るo

平成22年度概算要求額 人件費

汰 ･ー0.785 百万円(運営費交付金の内数) 職員構成 (題 訟 賃最 長 従事職員数ーヽ

10.789 百万円 - 職員他 巨 円 l人
婁室 年 度 総 額 地方公共団体の蓑負担がある場合､概算の総転

H19(決算額) 10,903

}鍔 のril. 0

aj H20(決算見込額) 13.252

H2ー(当初予算) ll,803

H21(補正予算) 0

･顎… H22概算要求 10.785

【※1】括弧内は現役出向者数であり､外数である｡
【※2】数字は､官庁oBのみの役員報酬総額である｡



事 業 番 号 3-19-(1)

深海地球ドリリング計画推進

事暮H始年ljI 海洋地球課長 堀内義規

【事業費の予算内訳】
･地球深部探査船の運航:9,956百万円(船員･掘削要員人件費､燃料費､資材費､整備･改良費､保険費等)
･地球深部探査船運用管理:1.363百万円
･掘削コア試料の保管活用:206百万円
･深海地球ドリリング計画推進業務:360百万円

【注記】
上記事業費に対する収入として､運営費交付金のほか､科学掘削活動に応じた受託収入(10DP科学推進)も含まれる
(平成22年度概算要求の場合､1.100百万円が受託収入見込b国庫支出金とあわせて11.885百万円｡)0

て海底地殻を掘削する国際共同プロジェクトである｡本事業において､我が国は国際的なリーダーシップを発揮し､海底

の開発､環境対策､生物資源･遺伝子資源の産業応用等に貢献するものであることから､本事業は､防卦 減災等の観
点から必要不可欠｡

また､海洋基本計画(平成20年3月閣議決定)においても､｢東南海地震の想定震源域において地球深部探査船｢ち

【活動指標名】/ 年度実績 ･評価 l単位

平成18年度には､地球深部探査船｢ちきゅう｣により､下北半島沖などで試験掘削を実施するとともに､南海トラフ熊野
灘沖で3次元物理探査を行い､南海トラフ地震発生帯の掘削予定海域のデータを取得し､詳細な掘削計画の策定などを
実施した｡平成19年度には､10DP研究航海(南海トラフ地震発生帯掘削計画)における深海掘削を開始し､研究や解析
着手に必要なデータ及びサンプルを着実に取得するとともに､｢ちきゆう｣による世界最高水準の高度な大深度掘削技術
の開発などを推進した｡平成20年度には､予期せぬアジマススラスタの故障により､当初予定に変更が生じたものの､
同年度に､外国人技術者が行っていた掘削業務を国内技術者が行う体制に移行した｡

(目標)
平成22年度までに｢ちきゅう｣による世界最高水準の高度な大深度掘削技術を確立するなど関連技術開発を着実に推
進するとともに､平成25年度までを目途に熊野灘沖における科学掘削で巨大地震発生メカニズムの解明に向けた種々
のデータを得る｡

(現状の成果)
南海トラフ地震発生帯掘削計画を実施し､地震発生帯近傍における応力分布を取得するなど､これまで得ることができ
なかった､地震発生メカニズムの解明に有益な美データを取得するとともに､微生物試料の採取に成功した｡

【成果指標名】/年度実績･評価

統合国際深海掘削計画(JODP)の推進 本格運用開始 南海トラフ掘削継続

南海トラフ地震発生帯において｢ちきゅう｣が採取した地殻資料の物性計測や巨大地震発生帯における断層の直接計測
を行った｡これにより､南海トラフ地震発生メカニズムの解明に係る重要な知見が得られるなど､計画は順調に進捗して
おり､この分野における包括的な研究拠点となっている｡
来年度は､10DPの推進と資源掘削への供用のバランスを工夫し､事業経費における国費の合理化を図るとともに､この
分野の包括的研究拠点の強化に努める｡

深海地球ドリリング計画は､人類史上初の海底下7,000m級の科学掘削を可能とする世界唯一の科学掘削船である地
球深部探査船｢ちきゆう｣などを活用し､我が国が米国と共に主導する国際共同プロジェクトを推進するものであり､他に
類を見ない.

IODPは､平成15年に文部科学大臣と米国国立科学財団(NSF)長官が覚書に署名し､我が国と米国によって開始され
た国際枠範.国際共同プロジェクトである｡日米の主導の下､欧州､中国､韓国など24カ国が参加している｡



○地球深部探査船｢ちきゆう｣を用いて人類史上初の海底下
7,000m級の科学掘削を実施し､海底地殻試料の採取･物性
計測等を行うことにより､これまで得ることができなかった地
球内部の試料･データを取得する.これらの試料等の活用

により､地震発生メカニズムの解明､防災･減災に貢献する｡

○新たな海洋エネルギー資源の開発､環境対策､生物資源･
遺伝子資源の産業応用等に貢献する｡

事業概要

○東南海地震の想定震源域を掘削し､採取した試料の物性
計測や断層の直接計測を行う｡試料等の活用により､地震
発生メカニズムの解明､地震発生予測の高度化､地震速報
の一層の早期化につなげ､防災･減災に貢献する｡

○メタンハイドレート層等の掘削により試料を採取し､物性を
計測する｡得られたデータは､海底資源の生成メカニズム
の解明や新たな海底エネルギー資源の開発に貢献する｡

○深海底の堆積物を掘削･採取し､その物性を計測する｡得
られたデータは､急激な気候変動の原因解明や地球環境
予測の高度化など､環境対策に貢献する｡

○高温･高圧の地殻内で生息する微生物を採取し､有用微生
物の発見等を行う｡これらの微生物は､医薬品･新素材開
発等の産業応用に貢献する｡

O｢ちきゅう｣の運航を通じて､国内掘削技術者の人材育成､
我が国独自の海洋資源掘削技術の蓄積を図る｡

成果日棲

く今後の目標>

○平成22年度までに｢ちきゆう｣による
世界最高水準の大深度掘削技術
の確立など関連技術開発を推進す
る｡

○平成25年度までを目途に熊野灘に
おいて､巨大地震発生メカニズムの
解明に向けた種々のデータを得る｡

<現状の成果>

○南海トラフ地震発生帯掘削計画を
実施し､これまで得ることができな
かった地震発生メカニズムの解明

に有益な実データを取得するととも
に､微生物試料の採取に成功した｡

〇本事業は統合国際深海掘削計画(IODP)という国際枠
組の下で実施されているものである｡本枠組は､我が国
と米国によって開始されたものあり､欧州､中国､韓国な
ど24カ国が参加している｡

○来年度は､IODPの推進と資源掘削への供用のバランス
を工夫し､事業経費における国費の合理化を図るととも
に､この分野の包括的研究拠点の強化に努める｡



=≡ ≡;

○ 南海トラフは､今後30年以内に発生する確率が60-70%とされている東南海地震(海溝型巨大地震)の想定震源域である○

○ 本計画は､日米主導の国際枠組(統合国際深海掘削計画(ⅠODP))の下､当該想定震源域のプレート境界を掘削し､地殻資料の採取 .

物性計測､巨大地震発生帯における断層の直接計測を行うものであるoこれらの試料等の活用により､地震発生メカニズムの解明､防

事業内容

○ 想定震源域のプレート境界を掘削し､地殻資料等を採
取するとともに､巨大地震断層のひずみ等を直接計測

○ 掘削孔に計測器を設置し､想定震源域のデータをリア
ルタイムで把握

○ 得られた試料.幸一タをもとに地震発生過程の検証等を
行い､南海トラフにおけるダイナミックな物質循環を把握

C, 地震発生メカニズムの解明
平成22年度
掘削予定地点海域園
(熊野灘沖)

期待される成果(防災･減災への貢献)

○ 地殻試料の分析や､巨大地震断層のひずみ等の直接計測で得られた知見を
分析し､断層の破壊の時期や状況を予測

C> twlRe誓書%%0'農 業 濫 詔 蒜 芸濃 志 霊 漂 雷 期
○ 掘削孔設置する計測器により､想定震源域のデータをリアルタイムで把握

｢ 海底下で発生する巨大地震の前兆となる現象や､地震そのものを
早期にとらえることができれば､地震による被害軽減に貢献



事 業 番 号 3-19-(2日 妻きき… -/㍉∴.て

-'※ままミミ…準等厨省者:きミ;三……ミ※ 文部 学省 草 葉裏革嚢奉 書を≦※ 地球内部ダイナミクス研究

狩 を栄誉 試餐当義務者 ≦率 研究 発局 漣 準革革草葉を 環境.iE洋分野の研究開発の重点的推郵 窯苓 推鍵 孝寮 告…;≡

繁雄 …予 重き課栄華着流 をミ 海洋地球課 …※秦等韓鱒寮薮 ;: 平成16年度 l海洋地球課長 堀内義規

毒…ミミを≡群議縦 令で;A(衰漣鵜転義菱※…:;.独立行政法人海洋研究開発棟…構法第17条第1号､第4号､第5号㌔.海洋基本法第4条､第23条 瀧 湊蔀省議知も…;※〇 第3期科 学 技 術基本計画(平成ー8年3月28日閣議決定)<琵ミ/;::※くさ葉や頚務若き;…津卓革)を圭 三 三迂栄華努まを※ ○海洋基本計画(平成20年3月18日間議決定)

≦ ‥ロ直接実施ヨ□業務委託等(委託先等: )

絡 祭文ミニを溝 稚芳款 ※…ミミ…蔓 ≡.補助金融 接〕(補助克:(独)海洋研究開発機構 実施主休=同左)

□貸付 (貸付先 : )□その他 ( )

賢母 …溜 ま≡≦㌢;……}を …※ミミ鰭浸6封鎖 耗至言…蔓乏…ミラ……き… 2r(.;).侶 無 象 を 2['忠15 I率 襲 蒙 o′. …ミ…三三…鴻索 圭等蔓蔓蔓;gl o′2

35.771千円【※2】

199百万円 ≡/5滴 蔓≒号澗 架 莞 間繰越雛 金 津 基 調 定資産の未償踊 高相当雛 係る会棚

実 1-(;iii;i.茸;/i;fi;;;i/;;iiiB/:篭,怒,潔,i;;ti:ti三 毛盲を 周辺海域の海底下に存在する複数のプレートが重なり合い沈み込む境界に位置する世界有数の地震.火山大国であ
:る我が国にとって.マントル対流､プレート運動､マグマ発生等の地震や火山噴火等の原因となる地球内部のダイナミク
ニス(動的挙動)に関する研究は 極めて重要である 当⊆研究により得られた防災.減災に資する成果を広く社Aに提

tl ……※;…≦…芙無窮蕪やAl軽さ≧※ すること等を通じ安心.安全な社会の括箕に貢献する○また､大陸棚延伸の申 =E ヽ請の際のデ-タ取得のための地殻輯造

i:i 探査等､L我が国の海洋権益の保護に資する.

※…怒漸条≒…強掬嘗顛義軽うそ苛i≡≦誉独立行政法人海洋研究開発機構

海洋調査船や無人探査機､海底地震計等による地殻括進の把握や地殻表層部-深部マントル部の構造的な相互作
用の把握等を行うとともに､海底堆積物や海底下の試料の解析､地球内部環境の室内再現実廉等を通じた地球内部の

1纂 物質循環等に関する研究を行う○また､これらの成果lこ基づき､地球内部活動に関するモデルの構築や地球シミユレ-
タによるシミュレーションを行い､地球内部変動の基本的なメカ=ズムを解明する勺
また､これらの研究によって得られた成果に､海底に設置された地震観測計から得られたデータ等を反映させ､日本列
島周辺における海溝型巨大地震の発生時期や規模､被害.影響等のシミユレ-シヨンヰ 測等を行う○

賢?iiモ…≧…≡轢…を宅≦毒 こ:::-渋く…三三 人件草

賀寮 きき妻妾 ま毒筆複 線 宗 鑑 (運営費交付金の占蒜芋 百万円 職員構成 (平莞 禦 濫 監 数) 従事職員数

1.295 百万円 L- 職員他 F千円 i 人

…常 圭 …….;ミ ≡…三三三;て‡i; 年 度 総 額 地方公共団体の裏負担がある場合､概算の総簸

髪寮 誉 …さ.≡.乏…… :予 言 ミく※≡考≒ぎ賀､≡H19(決算額) 2.041

転縦藩%6滴 潅'あ:藩衰義替わ≡
さ…三...≡V､∨:潤;‥V…. 1,898

ぎ三㍍射海損襲輝 軽零卒郡 蔓を≡毒≦………H21(当初予算) 1.301

墨 泣言≧毒… …三…≡…1㍗て≡⊇:三三 とjV≡ミまきミ……… H21(補正予算) 0
H22概算要求 1.295

崇雫…凍 簸複葉麓33…蔓ij;去…要※ 妻≧3;【独立行政法人海洋研究開発機構運営費交付金の内数】○地球内部ダイナミクス基盤研究:972百万円
○地球内部ダイナミクス発展研究:324百万円

三宅等…※… ………､㌶鋲 葺き宗享亨を… て言蔓菜.…ミ≡…1学 ;!※.､､ゝV;:-㍗1V:;;;T3:i:;菜長音::/巨 章 …;ニ… ､…㌻V.d､ぎ⊇… 日本近海は周辺海域の海底下に存在する複数のプレートが重なり合い沈み込む境界に位置し､世界有数の地震.火

山大国であるため､これまで数多くの海溝型巨大地震やそれに伴う津波が発生し､甚大な被害をもたらしてきた.そのた
め､地球表層のプレート運動により発生する巨大地震発生の仕組みと､それを駆動する地球深部のダイナミクスを明ら
かにし､予測や防災に役立てる研究の重要性は非常ーこ高い○
また､日本は世界第6位の領海.排他的経済水域(EEZ)の広さを誇り､海洋立国として｢実りの海｣を後世に残していく
必要があるが､地殻構造探査等を通じ.大陸棚の延長に資するデータを取得する等､日本の海洋権益の保護するため
にも､地球内部ダイナミクス研究は非常に重要である○
当該事業は､これまでも我がEEEにおける地球内部のダイナミクスに関する研究について中核的な研究拠点を担ってき
ているところであるが､科学的知見及び防災.減災の観点からの重要性.必要性は極めて高い｡

⊆ぎ⊇3.宗…3L;己;;…V:㌔;≡;…接≡:∴てT.:;:jr,V:≡:三 (参考)地震調査研究推進本部が策定した『新たな地震調査研究の推進について』(平成21年3月)においても､｢海溝型地震の発生予測及ぴ地震動J津波予測の高精度化｣力く今後推進すべき地震調査研究として位置づけられているととも

【※1】括弧内は現役出向者数であり､外数である｡
【※2】数字は､官庁oBのみの役員報酬総額である｡



事業番号 3-19-(2)

や音溝 棚 も竿､t 地球内部ダイナミクス研究

I:大半や由*■頼

㈱ 峯 海洋地球課長 堀内義視

○海上保安庁等と連携し.我が国の大陸棚延伸申請のための海域調査について実施｡日本列島から1.000kmの太平洋
上まで大陸地殻が伸展していることを示し､我が国の大陸棚確定申請のための科学的データの提供に貢献｡
○防災科学技術研究所が陸上における地震観測研究を実施しているのに対し､海洋研究開発棟樵は日本周辺からア
ジア太平洋域にわたる海域における地殻･地殻内等の動的挙動に関する研究を実施｡
○大学等と協力し地震波探査による地下構造探査を実施｡

【活動指標名】/ 年度実績 ･評価

【平成18年度】
大陸棚の範囲の確定に資する地殻構造探査を継続するとともに､海洋調査において､新たに､マリアナ海域の海底に
おいで大規模な海底火山の噴火を確認したほか､太平洋プレートの屈曲に伴う新しいタイプの火山を発見｡
【平成19年度】
大陸棚の範囲の確定に資する地殻構造探査において､伊豆･小笠原海域での大陸的な地殻の存在や日本列島から
の連続性などの地質学的知見を獲得｡
【平成20年度】
地震時に断層内部で生じたく地震時の地滑りに影響を与えると予想される)高温の水の痕跡を世界で初めて発見した
ほか､オーストラリアの陸上掘削試料の分析･解析により､従来の定説より3億年前に酸化的大気が存在したことの直接
的証拠を発見｡後者の銘異は､太古の地球表層環境変動と生命の進化の関係の解明に貢献しうるものである｡
｢ちきゆう｣による南海トラフ地震発生帯研究において､掘削孔を利用した実地観測の結果､プレートの沈み込み帯(也
震発生帯)にかかっている圧力が､浅部では､引き込まれる方向とは逆方向にかかっていることを発見し､地震発生メカ
ニズムの解明に貢献｡また､南海トラフ分岐断層が195万年前から活動を開始していることを発見｡

(目標)
平成20年代半ばを目途に地球深部探査船｢ちきゆう｣により採取された掘削試料の解析を行い､海溝型地震発生メカ
ニズムの解明を目指す｡また､引き続き､地球内部で発生している物理的･化学的現象のプロセスの解明を深化させ､地
球内部ダイナミクスの包括的な理解に発展させるとともに､中核的な研究機関として若手研究者の育成拠点としても役
割を果たしていく｡

(現状の成果)
O｢ちきゆう｣による南海トラフ地震発生帯研究では､巨大地震発生帯の地質試料の採取に成功｡実際に現場から採取
されたコア試料を用いた実験等により､断層の物性に関する実データが得られ､その成果は地震発生メカニズムに関す
る数値モデルの高度化に活用｡また､掘削孔を利用した実地観測の鯖果､プレートの沈み込み帯(地震発生帯)にか
かっている圧力が､浅部では､引き込まれる方向とは逆方向にかかっていること等を発見し､巨大海溝型地震の発生メ
カニズムの理解に大きく寄与｡
○伊豆･小笠原海域において､海底地殻構造探査を実施し､同海域での大陸的な地殻の存在や日本列島からの連続性
などの地質学的知見を獲得｡これにより､我が国の大陸棚画定申請のための科学的データの提供に貢献｡
○台湾チェルンプ断層の掘削･解析により､地震時に断層の摩擦による発熱で高温の水が発生した痕跡を発見｡(断層
問に高温の水が発生すると圧力が上昇し断層が滑りやすくなり､地震時の地滑りに大きな影響を与える可能性がある)
○地震観測網によるデータを組み合わせる等による解析によL)､日本列島の下に沈みこんでいる太平洋プレートが､途
中で水平に折れ曲がり､二股に分かれていることを発見｡

【成果指標別 / 年度実績 ･評価 座 位

大陸棚延長申請に向けた地殻構造探査
黄海脚にて調査

(自己評価)
地球内部の動的挙動(ダイナミクス)に関する研究は､地震発生メカニズムの解明及び大陸棚延長申請に向け､着実に
成果を挙げている｡また､数値モデルを使って統一的に説明することができる表層部からマントルに至る構造を確立した
ことは世界トップレベルの研究成果であるほか､様々な観測手法を用いての理論の実証の進展は､地球内部ダイナミク
ス研究に関する世界的知見を高めた｡
今後も引き続き､地震発生メカニズム等の解明に向けた研究を推進していくとともに､地球内部で発生している物理
的･化学的現象のプロセスの解明を深化させ､分野横断的な研究を強化していく.また､地球深部探査船｢ちきゆう｣によ
る科学掘削によって得られる貴重な地球深部の試料を活用した研究の推進等により､当該分野における国内外の中核
的な研究棟関及び若手研究者の育成拠点としても役割を果たしていく｡

海外の研究所等と以下のような協力協定を締結し､連携を進めている.o
･地球深部の地殻変動と地震物理研究については米国カリフォルニア大学バークレイ地震研究所
･地震波解析研究については英国エジンバラ大学
･地震津波自然災害の解明研究については蔓州ジオサイエンス･オーストラリア自然災害部門等の梯関 等

第2期中期計画(平成21年度～)に定める人件費等の削減計画に従って着実に予算の削減に取り組んでいる｡



○我が国は複数のプレートが重なり合う沈み込み境界に位
置する世界でも数少ない地震.火山大由であり､地震や噴
火等の原因となる地球内部のダイナミクス(動的挙動)に

関する研究は､防災.減災の観点から極めて重蔓である○○また､地殻構造探査を行うことは､大陸棚延伸の申請(※)
を通じて我が国の管轄権が及ぶ海域の拡大を図るための
データを提供するなど､海洋権益の保護に資する○

※大陸棚延伸の申請とは､大陸棚が排他的経済水域を超えて主権を

事業概要

○地球内部変動のメカニズムを理解するため､研究開発を
以下のような手法で実施している｡
●海洋調査船や無人探査機､海底地震計等による海
底下の構造の把握
●地球深部探査船｢ちきゅう｣などで得られた海底堆積
物や海底下の試料の解析
●室内実験による､地球内部環境の再現
●地球シミュレータによるシミュレーション など ー

○得られた成果に､海底地震計から
得られたデータ等を反映させ､
日本列島周辺における海溝型
巨大地震の発生時期や規模､
被害･影響等の予測を行う｡

<今後の目槙>

○平成20年代半ばを目途に｢ちきゅう｣により
採取された試料の解析を行い､日本付近の
海溝型地震発生メカニズムの解明を目指す｡

○地球内部で発生している物理的･化学的現
象の解明を､地球内部ダイナミクスの包括的
理解に発展させる｡

○中核的な研究機関として若手研究者の育成 ｢瀧 …iL=1:t｡
拠点として役割を果たしていく｡ 断層帯の試料

<現状の成果>

O｢ちきゆう｣の掘削で得られた地震発生帯の地質試料の
解析等により､沈み込み帯にかかっている圧力が浅部
では､引き込まれる方向とは逆方向であることを発見す
るなど､巨大海溝型地震の発生メカニズムの理解に寄
与した｡

○伊豆･小笠原海域における地殻構造探査の結果を分析
し､同海域には大陸の地殻を形成する岩石が存在する
ことなど､我が国の大陸棚延伸の申請に必要なデータを
提供した｡



(予算担当部局用)

事業番号3-19-(1)

論点等説明シ十.ド(予井草学巷局用)

手鼻頼. 平成21年度当初予算額 l 平成22年度概算要求額
12.903l百万円 1 11.885l百万円

■暮千暮lキナいtの■阜I

(⊃事業El的の妥当性

･地球深部探査船 ｢ちきゆう｣の本来の目的は､人類未踏のマントル (水深
4,000m+海底下7,000m)への到達oしかし､完成から既に4年が経過し
ているのにもかかわらず､現在の掘削は海底下1,600m○
現在は地震調査を行つ.ているが､本来の目的であるマントルへのZ;到達は目
途が立っていないのではないかo

･1日当たりの運用費は約4,000万円 (年間約155億円)0日的達成の目途が
立たない中で､引き続き莫大な国費を投入していくことの妥当性について､
検証が必要ではないかo

(注)本船の運行は国際協定に基づくものであるが､現状に照らし国策としてどうすべきか
の検討が必要ではないかO

開発期間 開発費総額 運用開始 運用費(年間) 21年度までの投資累計額1日あたり

平成11-22年度 594億円 平成18年度 約155億円 約4,200万円 約1,300億円

(⊃手段の効率性

･巨額の経費を極力少なくするため､徹底的な経費削減を図るとともに､自己
収入の増加を図るべきではないかo

･｢ちきゆう｣の稼働率は約60% (操業は定期点検を含めて7ケ月)○海外を
含めて徹底的に需要を開拓し､石油掘削会社等からの事業受注による収入増-



(予算担当部局用)

事業番号3-19- (2)

論点等説明シテ.:ド(事象畢当寺鳥即.:

集事_-.書兼名 .(独)海洋研究開発機構 地球内部ダイナミクス研究

千轟一 平成21年度当初予算額 l 平成22年度概算要求額
1,301l百万円 l 1.295l 百万円

雷雷千雷について中嶋Ji*:=

○手段の効率性

･本研究は､マントル .中心核 (コア)活動など地球表層から中心核に至る地球
内部のメカニズムの研究を目的lこ平成18年度から始まったもので､地球深部探
査船 ｢ちきゆう｣による掘削計画 (ドリリング計画)の進捗に合わせた研究o

･ドリリング計画については､海底下深度7,000mまでの掘削予定であるが､現
在は1,600hlと遅れている0本体の大幅な遅れ ,目途が立たないことを踏まえ
れば､関連研究も大幅に規模縮小､計画の後倒 しをすべきではないかo

･そもそも ドリリング計画に巨額の国費が投入されていることに鑑みれば､それ
以外の関連研究は極力抑制すべきではないかo基礎研究等については､科学研
究費補助金等を活用して競争的環境の中で資金を確保すればよいのではないかo

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度25年度 26年度以降

試験運用 ●l 月一 也-9年9- --

--->

17年7月｢ちきゆうj完成 ~~~l 這 豊吉孟是;lLl,完 鮎

ス研究 i
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